
令和３年度 ICTを活用した学びのDX事業【取組事例】

ICT環境の構築及びNZ姉妹校との交流
北海道清里高等学校

（取組のポイント）

学びの保障に資するオンライン学習や生徒１人１台端末を活用した授業構築に向けた校内

体制づくりの取組、また姉妹校であるニュージーランドのモトエカ高校とオンライン交流授

業等を通して、コロナ禍で中止となっている清里町海外派遣事業を補完し、国際交流活動を

拡充させ友好関係を継続する取組

●オンライン授業配信及びGoogle Classroomを活用した学びを深める授業形態の確立

●Zoom等を用いて海外の生徒とオンライン学習活動を効果的に行う知識や技能の習得

○ 研修で深めた知識等を活用し、ICT環境を充実させることにより、授業改善が図られた。

○ 海外の姉妹校と交流を拡充させ、友好関係の継続及び国際理解教育の充実が図られた。

取組に当たっての課題意識

取組の成果

具体の取組例 事業との関連等

○ 小中高と連携した研修会及び先行実施教員による研修会
・Google Workspace for 

Educationの操作体験
・Jamboard、Google Form
を活用した効果的な授業

・児童生徒の発達段階に応じ
た効果的なICTの活用

○ 姉妹校（ニュージーランド）との交流活動
例年の派遣事業及び留学事業が新型コロナウイルス感染

予防のため中止となる中、オンライン等で交流を実施
・ポスター発表、グループ交
流による学校・地元紹介

・清里町及びモトエカ町の
国際交流委員を交えた交流

・SNSを活用した情報発信
・電子メールペンパル交流
・ﾌﾞﾚｲｸﾀｲﾑ･ｼｮｰﾄｾｯｼｮﾝ

○ オンライン学習
コロナ禍における分散登校時や欠席した生徒への学びの

保障に資する取組として各教室からの授業の様子を配信
・家庭と学校における端末等の整備
・Google Meetを活用した配信体制の構築
・全教員による各授業の同時配信体制の構築
・Google Classroomを活用した課題等の効果的な対応

・グーグル担当者による
Chromebookを用いた
研修会の実施

・先行実施教員による校
内研修会の実施

・清里町教育委員会及び
モトエカ町国際交流委
員による支援
第１回 ６月10日（木）
「ポスター発表」

第２回 10月26日（火）
「グループ交流」

・北海道遠隔配信センター

（T-base）による助言
と情報提供
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【オンライン交流授業の様子】

【校内研修会の様子】


